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１． 要旨 

あと施工樹脂アンカーを、天井面や垂直面へ確実に施工するためには、注入工法を用いるのが一般的であ

る。その施工手順として、樹脂注入を行う前に、アンカーボルトの固定とシール作業の工程が発生する。こ

の工程では、シールの接着性を確保するためのコンクリート表面処理や、シール材料の性能発現までの養生

が必要である。さらに、注入材硬化後、シール材を撤去するなど、煩雑で時間を要する作業が施工効率を低

下させている。 

先般、これらの工程を省力化した、無シールアンカー工法が開発された。1） 本工法は、工期の短縮、作業

の簡便さ、仕上げ性の良さ、および注入材の硬化確認が容易という長所を有している。 

本報告では、無シールアンカー工法の概要と、この工法の施工性試験を行った結果を述べる。 

２．無シールアンカーの概要 

 無シールアンカーの概要を図－1 に示す。アンカーボルトの最深部には、反力ばねが取り付けられており、

このばねの反力と躯体表面に設置されたシールパットおよびシールゴム（以下、シール部材と呼ぶ）により

シール効果を発揮する。手順は以下の通りである。 

1）先端に反力バネを固定したアンカーボルトをボアホールに挿入自立させる。 

2）注入パイプ（φ10mm－φ5mm 絞りパイプ）とエアー抜きパイプ（以下、各パイプと呼ぶ）を差し込んだシ

ール部材および押さえプレートを取り付ける。  

3）押さえプレートの上に押さえパイプを取り付け、ナットで締め付ける。 

4）注入材を圧入し、エアー抜きパイプから注入材の流出を確認した後、密栓する。 

5）注入材が硬化した後、ナットをゆるめて、押さえパイプ、押さえプレート、シール部材、ならびに表面か

ら出ている各パイプを撤去する。反力ばね、および各パイプの一部は、注入材の内部に埋め殺される。 

6）押さえパイプ、押さえプレートは再利用ができる。 

３． 施工性試験  
試験は、圧縮強度 240kgf/cm2で

設計されたコンクリート供試体を

使用して実施した。表－1 に、供

試体の種類を示した。 

天井面への施工は垂直面より

も反力が大きいと考えられるため、

反力ばねの数とシールパットの数

を、変化させた。また削孔方法も

実施工を考慮して２種類とした。 

なお、アンカーボルト径は D19           

と D22（各々M18、M20 ネジ切り）              図－1 無シールアンカーの概要 
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表－1 供試体の種類および実験結果 

ボアーホール シールの仕様（数量） 注入材漏出箇所 *1 番
号 

鉄筋種類
（ネジ径） 深さ 径 削孔方法 反力バネ シール 

パット 
ネジ部 パット部 

1 1 1 × ○ 
2 2 2 × × 
3 

 
削岩機 

2 1 × ○ 
4 

 
D19  

（M18） 

 
 

φ28mm 
コアードリル 1 1 × ○ 

5 1 1 × ○ 
6 2 2 × × 
7 

 
削岩機 

2 1 × × 
8 

 
D22  

（M20） 

 
 
 
 

350mm  
 

φ32mm 
コアードリル 1 1 × ○ 

注）*1：記号の意味は、次のとおりである。○ 漏出無し、× 漏出有り 

を使用した。また、ボアーホールの深さは 350mm、ボアーホール径はそれぞれφ28mm とφ32mm である。    

施工性試験終了後、アンカーボルトの引き抜き試験を実施した。 

４． 実験結果および考察 

 アンカーボルトはハンマーで打ち込んでボアーホール内へ挿入、自立させた。この時、長ナットなどを用

いてネジ山を保護するなどの注意が必要である。注入の最終段階で、最大注入圧負荷時に、エアー抜きパイ

プ以外から少量の注入材が漏出した。この漏出は、ばねの反力によりすぐに停止した。試験終了後、シール

部材を撤去し、観察した結果を表－1 の右欄に示した。注入材の漏出はネジ部が主であった。反力ばねとシ

ールパットは各 1 枚でシール性能を発揮できている。また、削孔方法による有意差は見られなかった。シー

ル部材を撤去するだけで、仕上げを行う必要が無い。 

 樹脂アンカーとしては、注入材が完全に充填されていることやネジ山の保護が後工程上重要である。例え 

ば、シール部材が接しているボルトのネジ部をテープなどで簡易に保護することで、もし注入材の漏出があ

ってもネジ部以外に漏出箇所を誘導すればよいと考えられる。 

注入材の養生後、鉄筋の許容荷重（ネジ部で各々2.8、3.5tf）を十分に上回る 5 tf の荷重を作用させて引

き抜き試験を行い、全ての供試体が、要求される耐荷力を十分に有していることを確認した。 

省力化に関して、約４０００本の天井アンカーが計画されている現場で、歩掛かりから粗計算してみた。

試算結果からは、無シールアンカー工法は従来工法の約６０％に工程が短縮でき、十分な省力化が図れる可

能性が示唆されている。 

６． まとめ 

 無シールアンカーの施工性実験を行い、明らかになったことをまとめると、以下のとおりである。 

1）無シールアンカーは、天井面への施工が可能である。 

2）標準の仕様（バネ１、パッド１）で施工でき、削孔方法による影響も受けない。 

3) シール部材に注入材が接着しないので、仕上げが容易である。 

4）ネジ山を保護する目的で、シール部材付近のネジ部にテープなどを巻く必要がある。 

5) 無シールアンカー工法により工事の省力化が図れる。 

6) 各部材の一貫製作により、コスト低減の可能性がある。 
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